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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、無線センサーネットワーク(WSN)のための新しい省電力化手法を開発した。

具体的には、WSN によって検知されたイベント領域の形状理解が実用的にも非常に重要

な検討課題のひとつであるとの認識に立ち、形状検出処理に特化した、WSN のための新

しい省電力化管理手法について研究を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this study, we developed a scheme to track the shape of dynamic event regions 
which is intended to be used for the monitoring of the environment. The scheme is 
designed for wireless sensor networks and is aware of power consumptions. We 
conducted empirical evaluations using computer simulations, as well as the theoretical 
analysis of the time and message complexities. 
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１．研究開始当初の背景 
 無線センサーネットワーク(WSN)は、イン
テリジェントビルのセキュリティシステム
や大規模農場の管理システムなど、近年様々
な場所で使用されるようになってきた新し
い計測技術のひとつである。WSN は複数の
センサーノードから構成され、各センサーノ
ードには、センサー機能による外部イベント

の検知と他のセンサーノードとの間でマル
チホップ通信を行うための無線通信機能が
備えられている。また各センサーノードの動
作エネルギーは乾電池などの携帯バッテリ
ーによってまかなわれるのが普通であり、限
られたバッテリー容量を使って如何にして
効率よく監視処理を行わせるかが、この分野
における重要な課題のひとつになっている。 
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２．研究の目的 
 本研究では、WSN によって検知されたイ
ベントの形状(たとえば有毒ガスがどのよう
に分布しており、どのように広がっているの
か)を効率よく検知する問題について考える。
特に、検知した情報をホストに集約する際に
発生する通信を減らし、より少ない電力消費
でイベント形状の監視を行えるような分散
形状認識手法の提案と評価を行う。 
 
３．研究の方法 
 当初の計画では、温度センサーの代替とし
て、遠赤外線カメラを利用したデータの取得
を行う予定であったが、予算の関係から、主
としてアルゴリズムとしての性能を、コンピ
ュータシミュレーションを通して行うこと
とした。また現有設備である無線センサーデ
バイス(SunSpot)上への実装を通して、現実
の環境においても開発した形状認識手法が
有効であることを実証する。 
 
４．研究成果 
 少ない通信回数で形状を正確に認識する
アルゴリズムを開発し、その性能をシミュレ
ーションにより評価した。このアルゴリズム
は本助成期間中に繰返し改良され、最終的に
は、イベント形状の平行移動を正しく追跡で
きることが確認された。イベント形状の拡
大・縮小などのより一般的な状況への対応に
ついては、今後の検討課題である。また上の
成果に加えて、ある WSN で検知したイベント
情報をインターネット上で共有するための
仕組みについても考察を行った。この方法は
ピア・ツー・ピア型の処理モデルを採用して
おり、高い規模拡張性と柔軟性を備えている。 
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